
研

究

余

録

「
古
代
・
中
世

の
旦
ハ
」

年

表

草者

冨
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本
年
表
は
、
古
代
・
中
世
の
呉
市
域
に
関
す
る
政
治
史
的
事
項
を
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
。

古
代
・
中
世
の
呉
市
域
を
対
象
と
す
る
地
域
史
研
究
は
き
わ
め
て
乏

し
く
、
「
古
代
・
中
世
の
呉
」
は
、
ま
だ
ま
だ
神
話
的
な
ヴ
ェ
ー
ル
に

つ
つ
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
市
民
の
間
で
も
、
地

元
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
地
名
起
源
伝
承
や
伝
説
が
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に

さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
郷
土
学
習
の
教
材
を

集
め
ら
れ
る
小
学
校
の
先
生
方
や
、
課
題
を
与
え
ら
れ
た
児
童
生
徒
た

ち
は
、
郷
土
の
ル

l
ツ
を
本
気
で
調
べ
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
明

治
以
前
の
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
が
付

き
、
も
ど
か
し
く
感
じ
た
経
験
を
お
持
ち
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
中
学
時

代
の
筆
者
も
ま
た
、
同
じ
体
験
を
し
た
。

軍
港
都
市
と
し
て
出
発
し
た
呉
の
市
民
の
大
多
数
に
と
っ
て
、
呉
と

(
稿
)

下

井

龍

彦

向

自
分
た
ち
と
の
関
わ
り
が
、
近
代
に
始
ま
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
そ
の
意
味
で
、
呉
の
歴
史
は
、
近
代
か
ら
始
ま
る
と
い
っ
て
も
よ

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
近
代
以
前
の
呉
は
、
自
分
た
ち
と
は
縁
も
ゆ
か

り
も
な
い
世
界
な
の
で
あ
る
。
明
治
以
前
の
呉
の
歴
史
が
神
話
的
伝
説

的
レ
ベ
ル
に
放
置
さ
れ
て
き
た
理
由
は
、
一
つ
に
は
、
こ
の
よ
う
な
呉

市
民
の
歴
史
意
識
と
も
関
係
し
て
い
る
、
と
い
う
の
は
言
い
過
、
き
で
あ

ろ
う
か
。

さ
い
わ
い
に
、
『
広
島
県
史
』
が
刊
行
さ
れ
、
通
史
編
を
読
め
ば
安

芸
地
域
全
体
の
古
代
・
中
世
の
動
向
を
具
体
的
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
『
広
島
県
史
』
古
代
・
中
世
資
料
編
I
J
M
に

よ
っ
て
(
『
萩
藩
閥
閲
録
』
、
『
大
日
本
古
文
書
』
の
「
毛
利
家
文
書
」

「
小
早
川
家
文
書
」
な
ど
を
加
え
て
)
、
呉
に
関
す
る
記
述
を
含
む
史
料

を
拾
い
だ
す
こ
と
も
は
る
か
に
容
易
に
な
っ
た
。
「
古
代
・
中
世
の
呉
」

の
地
域
史
を
研
究
す
る
条
件
は
、
以
前
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
整

え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
に
く
わ
え
て
、
『
角
川
日
本
地

名
大
辞
典
広
島
県
』
の
執
筆
に
参
加
し
、
主
と
し
て
角
川
財
団
が
作
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成
し
た
地
名
カ

l
ド
に
よ
り
な
が
ら
、
呉
地
域
の
古
代
・
中
世
の
地
名

の
い
く
つ
か
を
執
筆
す
る
技
会
を
得
た
。
そ
の
と
き
の
カ

l
ド
情
報
は
、

配
片
的
な
史
料
に
た
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
呉
の
地
域
史
を
研
究
す
る
う

え
で
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
筆
者
の
呉
地
域
研

究
は
、
こ
の
と
き
の
カ

l
ド
情
報
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

本
年
表
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。
本
年
表
は
、
呉
の
地
域
史
に
関
心
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
の
参
考
資
料
に
な
れ
ば
と
思
い
、
こ
れ
ま
で
筆

者
が
眼
に
す
る
こ
と
の
で
き
た
史
料
か
ら
得
た
知
見
を
、
年
表
風
に
並

べ
て
み
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
年
表
で
、
と
く
に
問
題
が
多
い
と
思
わ

れ
る
の
は
、
室
町
・
戦
国
期
の
部
分
で
あ
る
。
書
状
形
式
の
中
世
文
書
は

一
般
に
年
号
を
欠
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
あ
る
文
書
が
出
さ
れ
た
年

代
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
公
知
の
事
実
と
他
の
関
連
文
書
に
よ
っ
て

推
論
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
個
々
の
事
項
の
年
代
比
定
の
根
拠
を
示
す
余

裕
は
な
い
が
、
筆
者
の
力
量
不
足
か
ら
、
年
代
比
定
、
内
容
理
解
な
ど

誤
り
は
多
々
あ
ろ
う
と
思
う
。
(
稿
)
と
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
り
、

読
者
諸
賢
の
御
叱
正
を
仰
い
で
、
今
後
補
正
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

な
お
、
本
年
表
は
、
呉
市
史
編
纂
室
編
『
呉
の
歩
み
』
年
表
(
呉
市

史
編
纂
室
作
成
〉
に
筆
者
が
追
加
し
た
政
治
史
的
事
項
に
若
干
の
補
訂

を
加
え
典
拠
を
添
え
た
も
の
で
あ
る
。

※
「
中
世
の
呉
」
(
『
館
報
い
り
ふ
ね
山
』
創
刊
号
一
九
八
六
年
一
一
月
)

「
石
清
水
八
幡
宮
寺
領
安
芸
国
呉
保
の
成
立
」
(
『
芸
備
地
方
史
研
究
』
一
{
ハ

六
・
一
六
七
号
一
九
人
九
年
一
月
)

「
呉
の
あ
け
ぼ
の
・
中
世
の
動
乱
と
呉
衆
」
(
呉
市
史
編
纂
室
『
呉
の
歩
み
』

一
九
八
九
年
四
月
)

「
古
代
・
中
世
の
倉
橋
島
」
(
『
広
島
県
文
化
財
ニ
ュ
ー
ス
』

九
八
九
年
一
一
月
〉

年六
世
紀
頃
?

七
世
紀
後
半

八
世
紀
初
頭

霊
亀
元
年

(
七
一
五
)

七
J
八
世
紀

一
0
1
一一

一一一一二号

代

事

項

県

拠

と

呉
地
域
を
含
む
安
芸
国
沿
海
地
域
に
「
海
部
」
が
置
か
れ
る
。

(
『
藤
原
宮
出
土
木
筒
概
報
』
四
所
収
木
筒
か
ら
推
定
)

律
令
地
方
行
政
制
度
(
「
国
l
郡
(
評
〉
|
里
」
制
〉
の
整
備
に

と
も
な
い
、
呉
地
域
に
安
芸
郡
(
評
)
海
里
(
呉
湾
沿
海
地
域
と

島
嶺
部
)
・
「
フ
ナ
キ
」
里
(
灰
ケ
峯
山
麓
)
と
賀
茂
郡
(
評
)

「
カ
ツ
」
里
(
広
湾
沿
海
地
域
か
?
)
が
置
か
れ
る
。
(
『
和
名

類
緊
抄
』
か
ら
推
定
〉

海
里
の
公
民
倉
橋
部
菜
、
調
塩
三
斗
を
一
民
進
。
〈
『
藤
原
宮
出
土

木
簡
概
報
』
四
〉

旦
か
ら
郷
へ
の
改
称
(
そ
の
二
年
前
の
和
銅
六
年
に
郡
郷
名
の

好
字
へ
の
改
字
令
)
に
よ
り
「
海
里
」
は
「
安
満
郷
」
と
改
称

さ
れ
、
ま
た
「
舟
木
郷
」
・
「
香
津
郷
」
と
改
称
さ
れ
る
。

(
『
和
名
類
家
抄
』
か
ら
推
定
〉

安
十
一
戸
国
に
近
唐
使
船
の
建
造
が
命
じ
ら
れ
る
。
「
舟
木
郷
」
仙

人
が
切
り
だ
し
た
将
(
く
れ
)
を
素
材
に
「
安
満
郷
」
海
民
が

造
船
を
担
当
し
た
の
か
?
(
『
日
本
書
紀
』
推
古
十
六
年
是
年

条
、
白
維
元
年
是
歳
条
、
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
八
年
十
月
九

日
条
、
天
平
宝
字
五
年
十
月
十
日
条
、
宝
包
二
年
十
一
月
一
日

条
、
同
六
年
六
月
十
九
日
条
〉

安
満
郷
・
舟
木
郷
・
養
波
郷
な
ど
の
律
令
制
的
郷
制
が
解
体
し



世
紀

二
世
紀
末

i
一
二
世
紀

初天
永
年
間

(
一
一
一

0
1

一
一
一
一
-
一
)

長
承
元
年

(
一
一
一
二
二
〉

保
元
三
年

ハ
一
一
五
八
〉

永
暦
元
年

(
一
一
六

O
)
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呉
浦
・
矢
野
浦
・
江
田
島
・
波
多
見
島
・
倉
橋
島
・
蒲
刈
島
な

ど
の
浦
・
島
が
国
街
領
の
行
政
H
徴
税
領
域
と
な
る
。
ハ
和
名

抄
郷
と
後
述
の
安
摩
荘
の
内
部
構
成
か
ら
推
定
)

呉
浦
の
開
発
領
主
呉
氏
、
呉
浦
の
未
開
地
を
開
発
し
て
「
呉
別

符
」
と
し
、
雑
公
事
部
分
を
石
清
水
八
幡
宮
に
寄
進
す
る
(
官

物
H
本
年
貢
は
国
街
に
進
納
)
。
ハ
石
清
水
文
書
保
元
三
年
十
二

月
三
日
官
宣
旨
『
広
島
県
史
』

V
か
ら
推
定
)

鳥
羽
法
皇
の
「
勅
」
に
よ
り
、
波
多
見
島
・
江
田
島
・
呉
浦
・

矢
野
浦
な
ど
が
安
摩
荘
と
し
て
立
荘
さ
れ
る
。
皇
室
領
安
摩
荘

呉
浦
と
石
清
水
八
幡
宮
領
呉
別
符
の
並
存
。
(
新
出
厳
島
文
書

嘉
禎
三
年
三
月
目
安
摩
荘
荘
官
等
申
状
『
広
島
県
史
』

E
か
ら

推
定
〉

鳥
羽
法
皇
、
安
摩
荘
本
年
貢
を
高
野
山
に
寄
進
。
呉
浦
の
収
取

関
係
は
、
浦
方
雑
公
事
H
鳥
羽
院
、
別
符
方
雑
公
事
H
石
清
水

八
幡
宮
、
浦
方
・
別
符
方
本
年
貢
H
高
野
山
と
な
る
。
(
高
野

山
文
書
又
続
宝
筒
集
高
野
山
検
校
帳
『
広
島
県
史
』

V
)

石
清
水
八
幡
宮
寺
別
当
に
よ
る
宮
寺
領
荘
園
の
一
括
支
配
を
認

め
る
「
官
宣
旨
」
ハ
石
清
水
文
書
〉
の
な
か
に
「
呉
別
符
」
が

み
え
る
。
(
前
出
)

こ
れ
以
前
高
野
山
が
訴
え
て
い
た
安
摩
荘
呉
浦
問
題
ハ
石
清
水

八
幡
宮
に
よ
る
本
年
貢
の
押
領
だ
ろ
う
)
に
つ
い
て
、
美
福
門

院
(
鳥
羽
院
の
の
ち
安
摩
荘
の
本
家
)
が
令
旨
で
回
答
。
こ
の

の
ち
、
呉
は
、
石
清
水
八
幡
宮
寺
領
呉
保
に
一
元
化
さ
れ
る
。

ハ
高
野
山
文
書
宝
筒
集
二
五
永
暦
元
年
六
月
二
十
八
日
美
福
門

院
令
旨
『
広
島
県
史
』

V
か
ら
推
定
)

半一

世

程

元
暦
元
年

ハ
一
一
入
四
)

正
月
天
福
元
年

ハ
一
一
二
三
二
一
)

一一月
半一
四
世
紀
前

正
平
二
=
一
年

(
一
三
六
人
)

六
月
康
応
元
年

ハ
=
ニ
八
九
)

三
月
文
安
三
年

(
一
四
四
六
〉

二
月
同
年
四
年

ハ
一
四
四
七
)

平
清
盛
、
瀬
戸
内
海
上
交
通
掌
握
の
一
環
と
し
て
、
音
戸
の
瀬

戸
に
「
明
言
固
屋
」
を
設
置
、
通
航
規
制
を
行
な
う
?

石
清
水
八
幡
宮
寺
領
荘
園
に
対
す
る
源
氏
軍
の
乱
行
・
兵
糧
徴

収
停
止
を
命
ず
る
源
頼
朝
下
文
に
「
呉
保
」
が
登
場
。
(
石
清

水
文
書
元
暦
二
年
正
月
九
日
頼
朝
下
文
『
広
島
県
史
』

V
)

呉
保
の
荘
官
呉
左
近
左
衛
門
尉
実
賢
、
妻
能
美
荘
公
文
中
村
士
口

平
女
を
介
し
て
能
美
荘
公
文
職
の
奪
取
を
企
て
る
。
ハ
嘉
禎
四

年
九
月
二
十
六
日
藤
原
資
経
家
政
所
下
文
『
萩
藩
閥
閲
禄
』
巻

七
O
能
美
三
郎
左
衛
門
、
『
詳
録
』
所
収
「
能
美
氏
略
係
」
か

ら
推
定
〉

こ
の
こ
ろ
ま
で
に
石
清
水
八
幡
宮
は
呉
保
の
領
有
権
を
失
う
。

南
北
朝
刻
、
東
西
条
と
と
も
に
大
内
氏
分
国
と
な
る
。
(
『
平
賀

家
文
書
』
二
回
コ
一
号
大
、
氷
三
年
八
月
十
目
安
芸
東
西
条
所
々
知

行
注
文
か
ら
推
定
〉

河
野
通
直
の
伊
予
帰
還
に
さ
い
し
、
伊
予
衆
の
二
神
・
南
方
氏

が
呉
か
ら
馳
せ
参
ず
。
ハ
こ
の
こ
ろ
伊
予
衆
の
芸
南
沿
海
・
島

填
部
へ
の
北
上
・
定
着
が
進
む
。
〉
(
『
予
章
記
』
)

足
利
義
満
の
厳
島
参
詣
の
さ
い
多
賀
谷
某
が
音
戸
の
瀬
戸
に
来

て
、
大
内
義
弘
遅
参
の
由
を
伝
え
る
。
(
『
鹿
苑
院
殿
厳
島
詣

記
』
康
応
元
年
三
月
十
日
条
『
県
史
』

I
)

「
呉
宮
原
」
な
る
人
物
、
厳
島
社
に
金
泥
法
華
経
を
寄
進
す
。

(
野
坂
文
書
三
七
三
号
『
広
島
県
史
』

E
〉

武
田
氏
・
大
内
氏
の
抗
争
の
な
か
で
、
細
川
氏
の
支
持
を
得
た

武
田
氏
、
安
南
郡
南
部
方
面
に
出
兵
。
大
内
氏
、
防
長
石
の
軍

勢
を
動
員
、
矢
野
・
倉
橋
に
出
兵
し
、
武
田
軍
を
駆
逐
す
る
。
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一パ一比一一行ヤ

ハ
一
四
六
一
)

六
月
応
仁
元
年

ハ
一
四
六
人
〉

四
月

同
年
七
月

文
明
一

O
年

(
一
四
七
人
)

一O
月

同
年

長
享
元
年

(
一
四
八
七
)

一
一
月

大
永
三
年

(
一
五
一
一
一
二
)

(
芯
一
臼
女
文
万
一
三
十
九
)

大
内
氏
が
訂
定
し
た
山
口
J
分
田
所
々
問
の
行
程
に
「
呉
島
五

日
誌
文
十
五
日
」
と
み
与
え
る
。
(
大
内
氏
旋
書
『
広
島
県
史
』

I
)
 

大
内
政
弘
の
使
節
杉
重
隆
・
仁
保
弘
有
、
波
多
見
島
を
め
ぐ
る

竹
原
小
早
川
・
野
間
両
氏
の
紛
争
調
停
の
た
め
呉
に
到
着
、
小

早
川
弘
景
に
害
状
を
出
し
、
矢
野
に
向
か
う
。
(
『
小
早
川
家
文

書
』
=
一
九
七
号
)

呉
-
笠
岡
屋
・
能
美
・
倉
橋
の
海
賊
衆
、
西
寧
に
つ
い
た
大
内

氏
上
洛
寧
の
先
障
を
勤
め
る
。
(
『
経
覚
私
要
抄
』
応
仁
元
年
七

月
三
日
条
『
広
島
県
史
』

I
)

「
呉
・
蒲
刈
・
能
美
三
ケ
島
衆
」
、
大
内
氏
の
豊
前
花
尾
城
攻
略

に
参
加
。
こ
の
時
期
の
合
戦
の
行
賞
で
、
呉
衆
山
本
氏
は
豊
前

仲
津
郡
に
三
石
五
斗
、
間
一
J

一
円
回
匡
掃
部
助
忠
秀
は
、
筑
前
穂
波
郡

に一

O
石
地
、
嘉
摩
郡
に
入
町
五
反
地
と
一

O
石
地
を
与
え
ら

れ
た
。
(
『
正
任
記
』
文
明
十
年
十
月
三
一
日
条
『
大
日
本
史
料
』

八
編
十
巻
そ
の
他
〉

「
一
一
一
ケ
島
割
り
書
き
船
衆
」
、
大
内
政
弘
の
命
を
受
け
、
河
野
通

春
支
援
の
た
め
伊
予
渡
海
。
(
『
正
任
記
』
文
明
十
年
十
月
二
十

六
日
条
『
大
日
本
史
料
』
入
編
十
巻
)

沼
田
小
早
川
敬
平
、
国
貞
敬
国
ら
に
瀬
戸
城
を
攻
略
さ
せ
る
。

(
『
萩
落
関
関
録
』
国
貞
平
左
衛
門
一
七
号
)

出
雲
の
尼
子
経
久
、
安
芸
に
侵
入
、
東
西
条
鏡
山
城
を
落
と
し
、

安
芸
の
諸
一
一
九
家
族
を
従
え
る
。
野
間
氏
、
尼
子
方
に
立
ち
、
兵
を

占
拠
。
(
乃
美
文
書
正
写
五
号
J
七
号
『
広
島
県
史
』

V
よ
り

同
年
八
月

同
年
八
月

同
年
九
月

同
四
年

(
一
五
一
一
四
)

六
月

同
年
六
月

同
五
年

(
一
五
二
五
〉

四
月

同
年
六
月

推
定
)

平
賀
氏
が
尼
子
氏
に
提
出
し
た
東
西
条
所
々
知
行
注
文
に
、

「
仁
賀
回
河
尻
七
十
五
貫
割
り
書
き
」
「
広
浦
百
廿
五
貫
呉
衆

諸
給
人
知
行
」
「
呉
津
(
「
西
条
之
外
」
〉
三
百
貫
」
の
記
載
が

み
え
る
。
(
前
出
)

竹
原
小
早
川
弘
平
、
瀬
戸
城
の
乃
美
兵
部
少
輔
に
「
警
固
屋

辺
」
の
舎
戒
を
厳
に
す
る
こ
と
を
命
ず
。
ハ
乃
美
文
書
正
写
一

入
号
『
広
島
県
史
』

V
〉

弘
中
武
長
率
い
る
大
内
水
軍
、
廿
日
市
・
能
美
・
江
田
島
・
雪

国
屋
を
襲
撃
。
(
『
詩
録
』
山
中
入
郎
兵
衛
種
一
房
『
広
島
県
史
』

V
〉

大
内
義
輿
の
命
に
よ
り
、
小
早
川
弘
平
、
波
多
見
島
半
分
と
一

城
を
野
間
氏
に
割
譲
。
尼
子
側
に
走
っ
た
野
間
氏
を
味
方
に

引
き
戻
す
た
め
か
?
ハ
『
小
早
川
家
文
書
』
四

O
九
・
四
二
二

号〉小
早
川
弘
平
、
大
内
義
奥
の
命
を
受
け
、
乃
美
備
前
守
に
多
賀

谷
右
馬
助
・
能
美
兵
庫
助
・
長
浜
・
約
垣
大
四
郎
神
兵
衛
お
よ

び
弘
平
各
一
般
を
神
領
方
面
へ
派
遣
さ
せ
る
。
(
乃
美
文
書
正

写
二
一
号
『
広
島
県
史
』

V
〉

向
興
一
房
率
い
る
大
内
軍
、
矢
野
城
の
野
間
氏
を
攻
撃
。
相
呼
応

し
て
瀬
戸
城
の
乃
美
備
前
守
、
呉
衆
と
と
も
に
「
呉
千
束
要
害

」
を
構
築
し
、
呉
の
地
下
に
放
火
。
(
乃
美
文
書
正
写
五
号
l

七
号
『
広
島
県
史
』

V
)

(野

宗堕
落 B
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同
年
一
一
月

天
文
コ
一
年

ハ
一
五
三
四
)

同一

O
年

ハ
一
五
四
一
〉

同
二
一
年

ハ
一
五
四
三
〉

一
一
一
月

同
一
四
年

ハ
一
五
四
四
)

七
月

同
一
七
年

ハ
一
五
四
八
)

同
二
二
年

(
一
五
五
三
〉

三
月
同
二
三
年

ハ
一
五
五
四
)

同
年
七
月

-31-

同
年
入
月

小
早
川
弘
平
、
波
多
見
島
瀬
戸
城
を
野
間
方
か
ら
奪
回
。
(
『
小

早
川
文
書
』
四
二

O
t四
二
二
号
〉

色
山
神
社
炎
上
。
(
『
芸
落
通
志
』
)

「
呉
衆
吉
田
屋
小
次
郎
」
、
郡
山
合
戦
に
大
内
氏
の
毛
利
放
援
軍

の
一
冥
小
早
川
興
長
軍
の
一
員
と
し
て
参
加
し
、
負
傷
。
(
『
小

早
川
家
文
書
』
四
二
九
号
)

山
本
房
勝
、
伊
予
で
敵
船
と
戦
い
、
伊
予
衆
の
船
一
腹
を
切
り

取
る
。
(
『
萩
落
問
閲
録
』
浦
図
書
家
来
山
本
宇
兵
衛
四
号
)

山
本
房
勝
、
大
内
義
奥
か
ら
周
防
国
玖
珂
郡
桜
井
庄
六
四
石
七

斗
、
安
芸
国
広
浦
三
石
、
同
国
呉
保
二
一
貫
余
、
間
一
一
品
前
国
仲
津

郡
内
三
石
五
斗
を
安
堵
さ
れ
る
。
(
『
萩
孫
閥
閲
録
』
浦
図
書
家

来
山
本
宇
兵
衛
三
号
)

山
本
一
封
勝
、
岡
入
兼
長
と
と
も
に
亀
山
神
社
再
建
ハ
『
芸
落
通

士
山
』
)

山
本
四
郎
賢
勝
、
父
房
勝
の
跡
を
相
続
。
(
『
萩
落
閥
関
録
』
浦

図
書
家
来
山
本
宇
兵
衛
五
号
)

山
本
氏
ら
呉
衆
、
毛
利
氏
に
人
質
を
出
す
。
(
『
諮
録
』
白
井
友

之
進
五
号
)

山
本
四
郎
賢
勝
、
「
呉
惣
血
信
a

」
を
率
い
て
人
質
を
捨
て
措
き

大
内
H
向
方
に
復
帰
。
(
向
上
、
『
萩
藩
閥
閲
録
』
浦
図
書
家

来
山
本
宇
兵
衛
六
号
)

小
早
川
隆
景
、
呉
地
方
を
接
収
、
呉
・
瀬
戸
に
要
害
建
設
。
瀬

同
年
一

O
月

同
年
一

O
月

同
二
四
年

(
一
五
五
五
)

正
月
(
弘
治

元
年
〉

同
年
二
月

同
年
三
月

同同
年
四
月

同
年
七
月

同
年
八
月

戸
城
番
乃
美
宗
勝
、
呉
城
番
末
永
常
陸
介
景
盛
ハ
?
〉
を
配
置
。

(
『
小
早
川
家
文
書
』
付
録
浦
家
文
書
三
一
号
〉

小
早
川
隆
去
、
呉
衆
の
拾
垣
・
吉
田
屋
・
山
本
氏
が
知
行
し
て

い
た
広
浦
の
う
ち
百
貨
を
金
山
右
京
進
に
与
え
る
。
(
『
萩
孫
閥

閲
録
』
金
山
清
兵
衛
九
号
)

白
井
越
中
守
賢
胤
、
大
内
氏
「
警
固
奉
行
人
」
(
大
内
水
軍
総

可
令
官
)
に
任
命
さ
れ
、
山
本
賢
一
房
以
下
呉
衆
は
白
井
氏
指
揮

下
に
入
る
。
(
白
井
文
書
一

O
号
『
広
島
県
史
』

V
)

白
井
賢
胤
指
揮
下
の
大
内
日
陶
水
軍
、
広
島
湾
岸
各
地
を
襲

撃
、
敵
船
を
切
り
取
る
。
(
白
井
文
書
一
一
・
一
一
一
号
『
広
島

県
史
』

V
〉

小
早
川
隆
景
、
約
垣
淡
路
守
跡
広
浦
五
貫
文
を
木
原
源
右
衛
門

に
与
え
る
。
(
『
三
原
史
稿
』
巻
五
天
文
二
四
年
二
月
二
九
日
広

滞
坪
付
)

白
井
賢
胤
指
揮
下
の
大
内
水
軍
、
呉
浦
で
敵
船
一
般
を
切
り
取

る
。
ハ
白
井
文
書
一
一
一
一
号
『
広
島
県
史
』

V
)

白
井
・
野
間
連
合
軍
、
仁
保
・
海
田
で
毛
利
方
阿
曽
沼
寧
と
戦

い
、
敗
れ
る
。
(
白
井
文
書
一
四
号
『
広
島
県
史
』

V
)

毛
利
軍
、
矢
野
保
木
城
を
攻
め
、
野
間
隆
実
降
伏
。

山
本
賢
勝
、
「
連
々
勤
功
」
「
乗
船
以
下
之
馳
走
」
に
よ
り
、

大
内
義
長
か
ら
感
状
を
賜
わ
る
。
ハ
『
萩
藩
閥
閲
録
』
浦
図
書
家

来
山
本
宇
兵
衛
六
号
)

白
井
賢
胤
指
揮
下
の
大
内
水
軍
、
倉
橋
多
賀
谷
氏
支
援
に
失

敗
。
大
敗
を
喫
し
、
多
賀
谷
氏
滅
亡
。
(
白
井
文
書
七
号
『
広
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同
年
一

O
月

同
年
一
一
一
月

一(弘

♀王芭
n五Z
ノ、、J

四(同
月三=三
蓋年
七、J

同
四
年

(
一
五
五
八
)

四
月
永
禄
一
二
年

(
一
五
六
九
)

間
五
月

同
二
二
年

(
一
五
七

O
〉

天
正
二
年

(
一
五
七
四
)

二
月
同
年

長
円
以
史
』

V
)

厳
島
合
戦
、
向
晴
賢
敗
死
。

古
川
元
春
、
旧
野
間
領
吉
浦
を
知
行
、
野
間
旧
臣
末
、
氷
弥
六
左

衛
門
に
与
え
る
。
ハ
『
吉
川
家
文
書
』
四
五
七
号
、
岩
国
徴
古
館

文
書
末
永
兵
八
二
号
『
広
島
県
史
』

V
〉

山
本
賢
勝
、
大
内
義
長
か
ら
左
逗
将
監
に
推
挙
さ
れ
る
。
(
『
萩

藩
閥
閲
録
』
浦
図
書
家
来
山
本
宇
兵
衛
七
号
)

大
内
義
長
・
内
藤
隆
世
、
長
府
勝
山
で
自
刃
、
「
警
固
屋
と
云

ふ
者
」
が
隆
世
を
介
錯
す
る
。
(
『
陰
徳
太
平
記
』
)

小
早
川
隆
景
、
呉
保
の
う
ち
宮
原
・
室
瀬
五
貫
文
を
木
村
五
郎

右
衛
門
に
与
え
る
。
(
「
芸
備
郡
中
士
筋
者
書
出
」
所
収
文
書
三

O
号
『
広
島
県
史
』

V
)

吉
浦
の
住
人
、
吉
川
元
春
に
従
い
、
筑
前
立
花
城
攻
撃
に
参

加
。
(
『
吉
川
家
文
書
』
五
二
一
一
号
)

三牛旧
七尾呉
四妥衆
号害「
)攻警
め因
の屋
阿市
曲 A、
B .11 

I召'-;

T毛
1 利

モ尽

時
Q 攻
毛日告
利に
家お
文い
書て
"=、

小
早
川
隆
景
、
呉
保
五
名
の
う
ち
五

O
貫
文
を
岡
就
栄
に
与
え

る
。
(
『
萩
藩
間
関
録
』
岡
与
三
左
衛
門
九
号
)

警
固
屋
堀
誠
の
宮
原
隼
人
助
勝
実
、
厳
島
神
社
の
回
廊
一
聞
を

寄
進
す
る
。
(
同
七
・
九
・
一

O
年
に
も
寄
進
〉
(
大
願
時
文

書
コ
ご
入
号
『
広
島
県
史
』

E
)

同
三
年

(
一
五
七
五
)

同
一
八
年

三
五
九

O
)

正
月
文
禄
J
慶
長

呉
の
末
、
氷
景
道
、
仁
方
の
白
井
縫
段
助
ら
、
小
早
川
水
軍
と
し

て
石
山
合
戦
に
参
加
。
こ
の
と
き
、
白
井
縫
殿
助
は
戦
死
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
。

乃
美
景
継
、
呉
の
給
地
に
替
え
て
「
佐
東
五
ケ
之
内
」
を
所
望

す
る
。
(
『
小
早
川
家
文
書
』
付
録
滞
家
文
書
四
九
号
)

呉
・
士
口
浦
の
給
人
・
住
人
、
そ
れ
ぞ
れ
小
早
川
・
吉
川
の
「
船

手
衆
」
と
し
て
、
朝
鮮
出
兵
に
従
軍
し
た
と
思
わ
れ
る
。

倉
橋
島
を
知
行
し
て
い
た
旧
呉
衆
ハ
?
〉
山
本
和
泉
守
義
長
、

小
早
川
隆
景
か
ら
軍
船
「
宮
王
丸
」
を
預
か
り
、
朝
鮮
出
兵
に

従
軍
。
(
『
譜
録
』
山
本
藤
左
衛
門
直
短
〉


